
少年少女バレーボール教室（関連10ページ）

こ
の
一
球
に
想
い
を
つ
な
ぐ
―
―
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米
高
校
同
窓
会
東
京
支
部

　
　
　
　
　

は
、
役
員
・
ス
タ
ッ
フ
総

　
　
　
　
　

勢
20
名
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。
昭
和
41
年
５
月
に
設
立
さ
れ
て
以

来
、
６
月
に
は
総
会
・
懇
親
会
を
企
画

し
、
会
員
の
ほ
か
恩
師
や
ス
タ
ッ
フ
含

め
お
よ
そ
80
名
が
一
同
に
会
し
、
母
校

応
援
と
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
構
成
は
、
税
理
士
や
看
護
師

な
ど
の
公
的
資
格
を
取
得
さ
れ
て
い
る

方
、
大
学
教
授
や
画
家
と
し
て
活
動
さ

れ
て
い
る
方
、
専
門
学
校
や
大
学
で
勉

学
に
励
ん
で
い
る
方
な
ど
、
年
代
も
職

種
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

同
窓
会
の
開
催
だ
け
で
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
企
画
し

て
い
ま
す
。
今
年
１
月
18
日
に
開
催
し

た
新
年
会
・
決
起
会
で
は
、「
久
慈
高

校
同
窓
会
東
京
支
部
」
や
「
普
代
ふ

る
さ
と
会
」
な
ど
他
団
体
と
交
流

し
、
合
同
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を

あ
げ
、
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

　

地
元
の
食
を
東
京
で
食
べ
た
い
と

い
う
想
い
か
ら
始
ま
り
毎
年
恒
例
と

な
っ
た「
か
っ
け
を
食
す
会
」で
は
、

か
っ
け
や
せ
ん
べ
い
汁
、
寒
干
し
大

根
、
い
か
の
塩
辛
な
ど
、
懐
か
し
い

郷
土
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
高

校
時
代
の
話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
軽
米
秋
ま
つ
り
で
は
、
同

窓
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着

て
、
現
役
の
軽
高
生
と
一
緒
に
流
し

踊
り
に
参
加
し
、
楽
し
い
時
間
を
共

有
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
支
部
は
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
世
代
関

係
な
く
皆
さ
ま
が
「
ホ
ッ
」
と
息
抜

き
で
き
る
よ
う
な
交
流
の
場
を
目
指

し
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
今
の
母
校
の
高
い
レ
ベ
ル
で
の

大
学
進
学
や
、
ス
ポ
ー
ツ
・
音
楽
部

な
ど
の
部
活
動
の
活
躍
に
は
、
会
員

も
元
気
と
や
る
気
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
今
後
も「
母
校
・
軽
米
高
校
」、

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
・
軽
米
町
」
を

首
都
圏
か
ら
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
回
の
総
会
・
懇
親
会
は
、
日
暮

里
「
ホ
テ
ル
・
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
」
白

故
ふ る さ と

郷はずっと、心の中に――

Special  Faeture　― 軽米高校同窓会東京支部・在京軽米会 ―

いつまでも心の中であり続けるふるさとの思い出――。地元を離れても、生まれ育った町

や母校を想う気持ちでつながり、活動している人たちがいます。今月は、町唯一の高校で

ある軽米高校の卒業生を中心に集まる「軽米高校同窓会東京支部」について、同支部事務

局長の畑澤康弘さんに活動を紹介していただきます。

鳥
の
間
に
て
令
和
２
年
６
月
27
日

（
土
）
に
開
催
予
定
で
す
。

　

同
窓
会
に
エ
リ
ア
は
存
在
し
ま
せ

ん
。
軽
米
や
盛
岡
、
関
西
方
面
な
ど

全
国
各
地
か
ら
の
参
加
を
大
歓
迎
し

て
い
ま
す
。
会
員
一
同
、
皆
様
と
お

会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
↓

軽
米
高
校
同
窓
会
東
京
支
部
事
務
局
長
兼

副
支
部
長
・
在
京
軽
米
会
副
会
長

畑
澤  

康
弘
（
０
９
０ 

― 

２
３
２
６ 

― 

５
３
４
５
）

yasu400411@
yahoo.co.jp

毎年開催される総会・懇親会には、
会員や恩師、総勢80名が集まる

在 京 軽 米 会

3 広報かるまい

軽

↓軽米秋まつり中日の流し踊りに参加

↑総会・懇親会では、思い出話や
現役軽高生の活躍で話題はもちきり

故郷を愛し活動している団体は
他にも

↓かっけを食す会

←今年の新年会の様子

↑同窓会で企画した
　菊川画伯絵画鑑賞会

Special  Faeture　― 軽米高校同窓会東京支部・在京軽米会 ―

　関東地方に住んでいる町出身者が集まり、 総会・交流
会の開催などを通し、ふるさと発展への寄与を目指し活
動しています。発足30周年を迎えた平成30年11月には、
ホテルニューオータニで記念総会を開催しました。

　青森県八戸市に住んでいる町出
身者で組織。新年会には毎年およ
そ70人が集まります。「軽米町物
産キャンペーン」への参加協力な
ども行っています。

　久慈市に住んでいる町出身者で
構成。年１回、町長や議長も参加
する交流会を開催しているほか、
軽米の旧跡などを訪ね歩く「ふる
さと探訪」を実施しています。

久慈軽米人会

在八軽米郷和会
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魅 町民の芸、光る。
第18回軽米町民生涯学習フェスティバル

　
　
　
　

年
で
18
回
目
と
な
る
、

　
　
　
　

「
軽
米
町
民
生
涯
学
習

　
　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
住

民
の
手
に
よ
る
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
主
催
）
」

は
２
月
２
日
、
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
実
行
委
員
会

の
千
葉
千ち

が賀
会
長
は
「
こ
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
園
児
や
中
高

生
、
熟
練
の
方
々
な
ど
幅
広
い
世

代
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
の
芸
能
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
数
少
な
い
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
ど
う
ぞ
最
後
ま
で
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

町
内
か
ら
24
の
個
人
・
団
体
が

出
演
し
た
会
場
に
は
約
２
８
０
人

が
来
場
。
踊
り
や
演
奏
、
郷
土
芸

能
、
朗
読
劇
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ

ャ
ン
ル
の
芸
能
披
露
に
会
場
は
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
準
備
や
当
日
の
運

営
は
実
行
委
員
会
の
ほ
か
、
町
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
行
わ
れ
、

町
民
の
手
に
よ
る
素
敵
な
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
今
年
も
無
事
に
幕
を

下
ろ
し
ま
し
た
。

11＿坂上八重さんによる踊り「大器晩成」　13＿上村初男さんは「望郷ひとり旅」を熱唱　

14＿軽米中学校吹奏楽部は、高齢者の多い客層を考え、昨年からバージョンアップした「演

歌メドレー」を演奏し会場を沸かせた

フォトリポート

芸
バ

祭まい5 広報かるまい 4No.732令和２年３月号

１ ２

６

12 13 14

７ ８

９

４ ５

３

今

11

10

１＿太極拳同好会は扇子を使い、伸びやか

な動きで優雅な時間を演出　２,12＿山内

神楽（２＝鶏舞、12=盆舞）　３＿発足し

たばかりの芸能団体「令和の会」による「こ

れから音頭」　４＿人形劇サークル「じゃ

んけんぽん」は、スタッフの欠員を元メン

バーの協力で補い、笑いを誘うストーリー

を無事に演じた　５＿会場の外では、写真、

絵画、習字の作品展示も　６＿息の揃った

踊りを披露した軽米幼稚園 さくら組　７

＿和み会から福島エミ子さんによる「ひば

り仁義」　８＿元気に太鼓演奏した晴山保

育園 そら組　９＿軽米高校音楽部が歌っ

た「天城越え」。男性コーラスの深みのあ

る低音が会場に響いた　10＿円子よさこ

い組「どっこいしょ」が盛大にフィナーレ

を飾った
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敬
称
略

【
剣
道
】　

向
屋
敷
萌も

え

（
軽
米
中
３
年
）、大
橋
宏こ

う
す
け丞
（
福

岡
高
３
年
）、
長
内
雅み

や
び

（
同
）、
佐
藤
祐ゆ

か華
（
福
岡
高
２

年
）、
佐
々
木
敦あ

つ
み美
（
町
剣
道
協
会
）、
遠
藤
岳が

く

（
同
）

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】　

於
本
萌み

ぶ
き吹
（
花
巻
南
高
３
年
）、
紫

葉
美み

れ
い玲
（
八
戸
学
院
光
星
高
３
年
）、
古
里
有ゆ

き希
（
福
岡

高
３
年
）、外
川
暁あ

き
と斗
（
軽
米
小
４
年
）
下
向
庵あ

ん
り璃
（
同
）、

町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

【
卓
球
】　

屋
敷
大や

ま
と

（
専
大
北
上
高
２
年
）、野
中
大だ

い
ち地
（
軽

米
中
２
年
）、
池
端
蓮れ

ん

（
軽
米
高
３
年
）、
本
田
大ひ

ろ
た
か空
（
町

卓
球
協
会
）、古
里
由ゆ

う
き希
（
同
）、軽
米
高
校
男
子
卓
球
部
、

軽
米
中
学
校
男
子
卓
球
部

【
陸
上
競
技
】　

久
保
美よ

し
の乃
（
軽
米
高
３
年
）、
戸
田
眞ま

な
と人

（
同
）、
一
條
僚り

ょ
う
す
け佑
（
軽
米
高
２
年
）、
小
笠
原
彩あ

や
か夏
（
軽

米
高
１
年
）、
本
城
昇の

ぼ
る

（
町
陸
上
競
技
協
会
）

【
駅
伝
競
走
】　

佐
々
木
菜な

づ
き月
（
軽
米
中
３
年
）、
軽
米
中

学
校
女
子
駅
伝
チ
ー
ム

【
水
泳
】　

苅
敷
山
凜り

ん

（
軽
米
中
２
年
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】　

内
澤
明あ

み未
（
軽
米
中
２
年
）、
軽
米

中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
軽
米
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団

【
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
】　

淺
水
祐ゆ

う
や弥

（
軽
米
中
３
年
）、
関

向
怜れ

い
な奈

（
同
）、上
村
怜れ

の音
（
軽
米
中
２
年
）、南
泰た

い
せ
い晴

（
県

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
）、
南
慧け

い

（
同
）、
南
海か

い
せ
い靖

（
同
）、

南
壮そ

う

（
同
）

【
野
球
】　

古
舘
温は

る
と人

（
軽
米
中
３
年
）

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】　

松
田
信の

ぶ
よ
し義

（
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
協
会
）、
並
岡
ナ
ミ
（
同
）、
上
澤
京き

ょ
う
こ子
（
同
）、
町

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】　

関
向
光み

つ
ゆ
き幸
（
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協

会
）、田
名
部
誠ま

こ
と

（
同
）、田
代
寿か

ず
ま麻
（
同
）、町
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
協
会

奥
ヨ
シ
さ
ん
（
下
増
子
内
）　

　

永
年
、
統
計
調
査
員
と
し
て
尽
力

畠
澤
德の

り
ゆ
き行

さ
ん
（
沢
里
）

　

永
年
、
町
消
防
団
員
と
し
て
尽
力

宮
本
健け

ん
い
ち一

さ
ん　
（
上
円
子
）

　

永
年
、
町
消
防
団
員
と
し
て
尽
力

工
藤
弘ひ

ろ
し

さ
ん
（
岩
崎
）

　

永
年
、
町
消
防
団
員
と
し
て
尽
力

増
尾
俊と

し
ゆ
き之

さ
ん
（
下
増
子
内
）

　

永
年
、
町
消
防
団
員
と
し
て
尽
力

槻
木
澤
光み

つ
ひ
ろ広

さ
ん
（
内
城
）

　

永
年
、
町
消
防
団
員
と
し
て
尽
力

上
山
誠ま

こ
と

さ
ん
（
東
）

　

永
年
、
町
消
防
団
員
と
し
て
尽
力

狄
塚
勝か

つ
ひ
こ彦
さ
ん
（
駒
板
）

　

永
年
、
町
消
防
団
員
と
し
て
尽
力

合
同
会
社
軽
米
東
ソ
ー
ラ
ー

合
同
会
社
軽
米
西
ソ
ー
ラ
ー

　

ミ
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
に
展
望
施
設
を
整

　

備
し
町
に
寄
贈

千
本
倖さ

ち
お生

さ
ん　

　

ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
と
し
て
町
に
多

　

額
の
寄
附

軽
米
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

第
39
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学

　

校
大
会
岩
手
県
大
会
な
ど
数
多
く
の

　

県
大
会
で
優
勝

軽
米
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会　

　

第
71
回
岩
手
県
県
民
体
育
大
会
ゲ
ー

　

ト
ボ
ー
ル
競
技
で
優
勝

軽 米 町 表 彰
町 勢 の 発 展 に 貢 献

関
向
光み

つ
ゆ
き幸

さ
ん
（
外
川
目
）

　

第
74
回
国
民
体
育
大
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー

　

ル
競
技
に
岩
手
県
代
表
チ
ー
ム
と
し

　

て
出
場
し
優
勝
に
貢
献

田
名
部
誠ま

こ
と

さ
ん
（
牛
ヶ
沢
）

　

第
74
回
国
民
体
育
大
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー

　

ル
競
技
に
岩
手
県
代
表
チ
ー
ム
と
し

　

て
出
場
し
優
勝
に
貢
献

田
代
寿か

ず
ま麻

さ
ん
（
沢
里
）

　

第
74
回
国
民
体
育
大
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー

　

ル
競
技
に
岩
手
県
代
表
チ
ー
ム
と
し

　

て
出
場
し
優
勝
に
貢
献

佐
々
木
敦あ

つ
み美

さ
ん
（
門
前
）

　

第
41
回
全
日
本
高
齢
者
武
道
大
会
女

　

子
団
体
で
優
勝
に
貢
献

久
保
美よ

し
の乃
さ
ん
（
仲
軽
米
）

　

第
71
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育

　

大
会
女
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ
で
優
勝

大
橋
宏こ

う
す
け丞
さ
ん
（
鶴
飼
）

　

第
71
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体

　

育
大
会
剣
道
競
技
男
子
団
体
で
優

　

勝
に
貢
献

佐
々
木
菜な

づ
き月

さ
ん
（
萩
田
）

　

皇
后
杯
第
38
回
全
国
都
道
府
県
対

　

抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
に
岩
手
県

　

代
表
と
し
て
８
区
に
出
場
し
活
躍

遠
藤
岳が

く

さ
ん

　

第
68
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
剣

　

道
優
勝
大
会
岩
手
県
大
会
大
将
の

　

部
で
優
勝

令和元年度の町表彰式典は２月 18日に行われ、消防団活動やスポーツ・文化での
功績などで町の発展に貢献された４団体、17個人が表彰されました。

各種表彰

体育協会表彰 スポーツでの高い功績に表彰

町内から６名が受賞 火災予防運動ポスターコンクール

【
特
選
】
泉
山
花か

の
ん穏

さ
ん
（
軽
米
小
４
年
）

【
入
選
】
皆
川
颯そ

う
た太

さ
ん
（
軽
米
小
６
年
）

【
佳
作
】
下
田
愛あ

い
く空

さ
ん
（
軽
米
小
４
年
）

　
　
　
　

波
柴
智と

も
や也

さ
ん
（
軽
米
小
６
年
）

　
　
　
　

古
里
美み

ゆ
き倖
さ
ん
（
同
）

　
　
　
　

坂
脇
夢め

ろ露
さ
ん
（
同
）

　
　
　

※
同
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
二
戸
管
内
８
小
学
校

　
　
　
　

か
ら
１
０
９
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た

２月２日

２月21日
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土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
説
明
会

地
域
の
危
険
箇
所
を
再
確
認

　
「
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ

く
基
礎
調
査
結
果
と
土
砂
災
害

警
戒
区
域
等
の
指
定
に
関
す
る

説
明
会
（
県
・
町
主
催
）」
が

２
月
18
日
か
ら
３
月
４
日
ま
で

町
内
各
公
民
館
な
ど
で
開
か
れ

ま
し
た
。
県
が
実
施
し
た
調
査

で
、
土
砂
災
害
の
被
害
を
受
け

る
可
能
性
が
あ
る
と
判
明
し
た

地
域
の
地
区
民
が
参
加
。
参
加

者
は
、
土
砂
災
害
の
危
険
性
や

土
砂
災
害
防
止
法
の
概
要
を
学

ぶ
と
と
も
に
地
域
の
危
険
箇
所

を
再
確
認
し
ま
し
た
。

↑２月20日に農村環境改善センターで開催された説明会

　

岩
手
県
文
化
財
保
護
審
議
会

（
熊
谷
常つ

ね
ま
さ正

会
長
）
は
１
月
31

日
、
長
倉
Ⅰ
遺
跡
出
土
品
の
一

部
を
県
有
形
文
化
財
に
指
定
す

る
よ
う
答と

う
し
ん申

し
ま
し
た
。
４
月

に
県
教
育
委
員
会
か
ら
正
式
指

定
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

長
倉
Ⅰ
遺
跡
は
縄
文
時
代
後

期
後
半
を
中
心
に
山
中
で
営
ま

れ
た
遺
跡
で
、
平
成
６
〜
８
年

に
発
掘
調
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
芸
的
で
美
し
い
土
器
や
土

偶
、
祭
祀
・
儀
礼
に
関
連
す
る

種
類
豊
富
な
土
製
品
が
多
数
出

土
し
た
こ
と
な
ど
が
高
く
評
価

さ
れ
、
土
器
２
６
３
点
、
土
偶

８
３
点
、
土
製
品
８
４
点
、
石

製
品
１
０
点
の
計
４
４
０
点
が

一
括
し
て
指
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

資
料
は
平
成
29
年
に
県
か
ら

町
へ
譲
与
さ
れ
た
も
の
で
、
一

部
は
昨
年
か
ら
歴
史
民
俗
資
料

館
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
倉
Ⅰ
遺
跡
出
土
品

４
４
０
点
が
県
の
宝
に

←
長
倉
Ⅰ
遺
跡
出
土
品

pick up まちのニュース

Monthly News

　

軽
米
町
の
青
少
年
健
全
育
成

町
民
会
議
の
設
立
30
周
年
を
記

念
し
た
「
軽
米
町
青
少
年
健
全

育
成
町
民
会
議
」
は
２
月
15

日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
青
少
年
の
健
全

な
育
成
に
貢
献
し
た
町
内
８
団

体
が
功
労
団
体
と
し
て
表
彰
さ

れ
た
ほ
か
、
前
県
教
育
委
員
の

八
重
樫
勝ま

さ
る

さ
ん
が
「
青
少
年
の

健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
〜
家

庭
、
学
校
、
地
域
の
あ
り
方

町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議

町
内
８
団
体
に
表
彰〜

」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
来
場
者
は
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
に
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ

と
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

■
功
労
団
体

〇
円
子
よ
さ
こ
い
組
「
ど
っ
こ
い

し
ょ
」　

〇
笹
渡
教
育
振
興
会　

〇

小
軽
米
よ
さ
こ
い
連
「
月
燦
」　

〇

軽
米
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団　

〇
小
玉
川
子
ど
も
会
育
成
会　

〇
観
音
林
ち
か
ら
太
鼓　

〇
笹
渡
子

ど
も
太
鼓　

〇
沢
田
神
楽
保
存
会

　

交
通
事
故
の
撲
滅
を
目
指

し
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
町

交
通
安
全
推
進
大
会
（
町
交
通

安
全
対
策
協
議
会
主
催
）
」
は

２
月
10
日
、
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
表
彰
が
行
わ
れ
、

町
内
の
交
通
安
全
功
労
者
２
人

と
、
軽
米
町
交
通
指
導
隊
50
周

年
記
念
大
会
と
し
て
、
指
導
隊

の
歴
代
隊
長
４
人
に
感
謝
状
が

町
交
通
安
全
推
進
大
会

交
通
安
全
意
識
の
向
上
図
る

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
第
１
部
で
は
、
二

戸
警
察
署
交
通
課
長
の
伊
東
友と

も

和か
ず

さ
ん
が
「
事
故
を
お
こ
さ
な

い
た
め
に
」
と
題
し
た
講
話
を

行
い
、
反
射
材
を
身
に
着
け
る

こ
と
の
大
切
さ
を
実
演
に
よ
り

説
明
。
第
２
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
、
岩
手
県
警
察
音
楽

隊
に
よ
る
演
奏
会
が
行
わ
れ
、

迫
力
の
あ
る
演
奏
に
会
場
は
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
講
演
会

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
す

　

健
康
づ
く
り
講
演
会
（
町
主

催
）
が
２
月
11
日
、
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
約

１
０
０
人
の
町
民
が
参
加
し
ま

し
た
。
テ
ー
マ
は
「
健
康
寿
命

を
延
ば
す
た
め
に　

わ
た
し
た

ち
が
で
き
る
こ
と　

み
ん
な
で

や
れ
る
こ
と
」
。

　

国
民
健
康
保
険
中
央
会
の
鎌

形
喜き

よ

み
代
実
さ
ん
と
保
健
師
の
成

瀬
沙さ

や

か

弥
華
さ
ん
が
講
師
を
務

め
、
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
基

に
町
の
課
題
な
ど
を
説
明
し
ま

し
た
。

　

町
内
３
団
体
の
代
表
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も

行
わ
れ
、
共
食
事
業
な
ど
の
活

動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

→
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
活
動
紹
介

　

暴
力
団
追
放
二
戸
地
区
民
大

会
（
暴
力
団
追
放
二
戸
地
区
民

会
議
主
催
）
は
１
月
30
日
、
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

二
戸
地
区
の
防
犯
関
係
者
な

ど
約
１
０
０
人
が
参
加
。
令
和

元
年
暴
力
団
追
放
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
の
ほ
か
、
比
嘉

の
り
え
さ
ん
（
軽
米
中
学
校
２

年
）
が
大
会
宣
言
を
行
い
、
暴

力
団
を
追
放
し
安
全
安
心
な
二

戸
地
域
の
実
現
を
目
指
し
て
い

く
こ
と
を
宣
言
。
二
戸
警
察
署

刑
事
課
の
田
野
和か

ず
へ
い平

さ
ん
は

「
最
近
の
暴
力
団
情
勢
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
講
演
。
参
加
者

は
、
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
心
の

大
切
さ
を
再
確
認
し
、
気
持
ち

を
一
つ
に
し
て
い
ま
し
た
。

暴
力
団
追
放
二
戸
地
区
民
大
会

恐
れ
な
い
心
の
大
切
さ
を
確
認

→
暴
力
団
根
絶
に
向
け
、
比
嘉
の
り
え
さ
ん

　

が
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
ま
し
た

２

１

１ 交通指導隊の永井美保子隊長が、交通事故防止に向け
　決意表明　２ 岩手県警察音楽隊による演奏では、カラー
　ガードの息の揃った演技も華を添えました

１ 表彰された功労団体の代表の皆さん　２ 八重樫さん
　は講演で青少年の健やかな成長について語りました

１

２
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　豚肉の日給食交流会は１月29日、晴山小学校（八

幡美
み な こ

奈子校長、児童76人）で開かれ、５・６年生の

児童27人が参加しました。この日は、町内全ての学

校で「軽米産豚バラ肉のえごま焼き」というメニュー

が提供されました。豚肉生産者と交流しながら給食を

食べた畑中美
み お

緒さん（６年）は「生産者の方に感謝し

てこれからも給食を食べたいです」と話しました。

内 産 の 豚 肉 を 堪 能
豚 肉 の 日 給 食 交 流 会町

↓給食を楽しむ児童たち

　第42回町総合体育大会卓球競技第39回大会は２月

16日、町民体育館で開催され、熱戦が展開されまし

た。各ブロック上位チームは次のとおりです。

〇Ａブロック　１位　山内　　　　２位　観音林

〇Ｂブロック　１位　小軽米　　　２位　米田

内 が Ａ ブ ロ ッ ク 優 勝
町 総 体 卓 球 競 技山

←
親
子
ダ
ブ
ル
ス
も
白
熱
し
た
試
合
に

　軽米小学校（高橋広
ひろあき

明校長、児童203人）の５年

生31人が１月31日、「エゴマ料理教室」を行いまし

た。調理に使用されたエゴマは、児童が行ってきた体

験学習で収穫されたもの。パウダーにして練り込んだ

生地とつゆにエゴマ油を使用したひっつみを作りまし

た。児童たちは、何杯もおかわりして各班のひっつみ

を食べ比べるなど自ら調理した料理を堪能しました。

て た エ ゴ マ を 調 理
エ ゴ マ 料 理 教 室育

↓友だちが調理するのを温かく見守ります

　節分に合わせ小軽米保育園では２月４日、「豆まき

会」が行われました。先生から節分の由来を教えても

らい、心の中の追い出したい鬼について考えた園児た

ち。「あわてんぼう鬼」や「おこりんぼう鬼」を退治

したいと発表すると、園内に青鬼が登場。園児たちは

怖がりながらも、自分の心の中の鬼を追い出すため

「鬼はそと～福はうち～」といって豆をまきました。

の 中 の 鬼 を 追 い 出 せ
豆 ま き 会心

↓鬼はそと～福はうち～

　第42回町長杯卓球大会は２月２日、町民体育館で

開かれました。町内の種目別優勝者は次のとおりです。

〇ホープスミニ男子 → 向屋敷 蕉
しょう

さん（小軽米小４年）　

〇ホープス男子→ 福田 友
ゆ う き

輝さん（晴山小学校６年）　

〇カデット男子 →野中 大
だ い ち

地さん（軽米中学校２年）

〇一般男子 → 池端 蓮
れん

さん（軽米高校３年）　

〇一般女子 → 澤上 美
み さ

沙さん（町卓球協会）

部門で町内選手が優勝
第 42 回 町 長 杯 卓 球 大 会５

↓ホープスミニで上位入賞した町内選手

　来年度に軽米小学校に入学する園児と小学校の１年

生が交流する「幼保小交流会」は２月５日、軽米小学

校で開かれました。同会は、園児たちの小学校生活へ

の不安を解消し、安心して入学できるように毎年開催

されています。一足先に入学した１年生が、小学校は

どんなところかをクイズなどで説明したほか、じゃん

けん列車などのゲームを楽しんで交流を深めました。

学 前 に 交 流 深 め る
幼 保 小 交 流 会入

↓じゃんけん列車などのゲームも楽しみました

ま ち の 話 題 １カ月のできごと

　少年少女バレーボール教室は２月11日、町民体育

館で行われました。JOC岩手県選抜女子チームでコ

ーチを務める岩井雅
まさとし

俊さんと社会人クラブチームＺＥ

ＲＯの選手４名が講師を務めました。参加者は、実践

形式の練習などでレシーブやアタック技術の向上を目

指しました。同教室に参加した軽米ＶＢＳＳ（バレー

ボールスポーツ少年団）は、２月15日から２日間、

陸前高田市で開かれた県新人大会で準優勝。３月末に

は６年生を含むチームが全国大会に出場予定で、町の

バレーボールレベルは着々と上がっています。

術 の 向 上 目 指 し て
少 年 少 女 バ レ ー ボ ー ル 教 室技

右・下写真

岩井さんから指導を受ける参加者
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町民意識調査結果公表

思う  83.0%

とても必要  
54.2%

接している隣の
行政区と統合

53.0%

ある  71.4%

思わない　3.2%

やや必要　36.2%

周辺の行政区を見直し、
新たな行政区として再編

17.5%

ない　9.4%

分からない　12.3%

あまり必要ではない
3.7%

町内の行政区を再編
12.1%

分からない　16.5%

無回答　1.5%

無回答　3.7%

無回答　12.3%

必要である　22.9%

必要ではない　2.2%

その他　5.2%

無回答　7.6%

無回答　2.7%

一人ひとりの経済的負担が重くなるから  20.0%

田・畑、森林、河川などの管理が行き届かなくなるから 19.8%

人手（労働力）が足りなくなるから　  19.8%

自分の生活の助けとなってくれる人が減るから　 13.7%

集会・組合の存続が難しくなるから　  10.0%

ふれあい・交流の機会が減ると思うから　  　8.0%

なんとなく、寂
さび

れた感じがすると思うから　  　7.3%

その他　      　1.4%

一人暮らし世帯や高齢者世帯の見守り活動 31.1%

冬期間の除雪作業    27.5%

買い物などの生活支援活動   16.9%

地域の空き家や耕作放棄地の管理  13.8%

夜間における見回りなどの防犯活動  　6.2%

公民館などの施設管理   　4.0%

その他     　0.4%

・現行政区のままでいいと思う。

 ・何のための行政区再編なのかの理由を明確にしての事案だと思う。

 ・統合、再編は検討していくべきだが、上からの命令的なやり方では難

　しい。丁寧に時間をかけてやるべき。

 ・回覧などを配る場合、10軒ぐらいがちょうど良いと思う。

 ・区割りを変えるのではなく、行政区が行っている、担っている内容の

　軽減を考えるべきだと思います。

投票所を統廃合しても、投票率に影響がないと思うから 49.5%

期日前投票を利用するので、投票所は利用しないから 25.8%

交通条件が改善されていると思うから　  17.2%

その他　      　5.4%

無回答　      　2.2%

高齢者の方が遠くの投票所に行くのは大変だと思うから 67.0%

これまでどおりで支障がないと思うから  19.9%

統廃合すると、投票率が低くなると思うから  　9.9%

その他      　0.7%

無回答　      　2.5%

町の中心部に来たとき   26.3%

普段の生活から　    23.3%

地域の総会や活動に参加したとき  14.0%

町民体育祭などのイベントに参加したとき 13.7%

小学校や中学校の行事等に参加したとき　 11.4%

仕事や学業に携わっているとき　  10.3%

その他　     　2.2%

草刈りや花壇整備、 道路清掃などの環境整備活動  31.0%
外灯整備や地域の見回り、自主防災組織などの地域の安全活動 24.5%

盆踊りや地域のお祭りなどの伝統行事活動　   14.6%

ゴミステーションの整備や公民館の備品整備などの施設整備活動 13.7%

ゲートボールや研修会、交流会などの文化スポーツ活動　 　7.1%

田植えや稲刈りなどの共同作業　    　6.2%

その他　       　2.9%

自由意見（高齢者の見守りが必要、地域活動が強制になってはいけない　など）

問１．人口減少・高齢化が進展していると言われていますが、人口減少は問題だと思いますか？

問４．地域住民の減少や高齢化に伴い、今後、
　　　地域での助け合いや協働、見守りは必要だと思いますか？

問５．行政区（地域）の中で世帯数が減少し、再編が必要なところが出てきた場合の
　　　行政区の区割りについてお聞きします。どのような区割りが良いとお考えですか？

問６．各種選挙における町内の投票所は、昭和30年の町村合併時からの24カ所と
　　　なっていますが、投票所の統廃合が必要だと思いますか？

問２．人口減少について、日頃の生活の中で感じることはありますか？

問３．地域活動の中で必要と思われるものは何ですか？（選択式・複数回答可）

町は、町民の皆さんの意見を町政に反映させるため、毎年町民意識調査を

実施しています。調査は令和元年11月１日を基準日とし、無作為に選出

した町民450人にご協力いただきました。調査の概要をお知らせします。

テーマ　「人口減少・高齢化と地域活動などについて」

調査結果の詳細は上記QR

コードまたは、役場１階町民

ホームでご確認いただけます。

「思う」と回答した方の理由（選択式・複数回答可）

「とても（やや）必要」と回答した方への質問
→どのような活動が必要だと思いますか（選択式・複数回答可）

その他の意見

「必要である」と回答した人の理由

「必要ではない」と回答したの理由

「ある」と回答した方の理由（選択式・複数回答可）

必要ではない  
69.5%



15 広報かるまい 14No.732令和２年３月号

Schoo l  L i f e

あなたも心のゲートキーパー
　心の調子にも良し悪しがあることは皆さん経験してい

ると思います。それでも元気に生活できている時は気持

ちの不調を感じながらも上手に対処して生活できている

ものです。

　しかし、２週間以上の気分の落ち込みが続くと、正確

な判断ができにくくなり否定的な考えが大半を占め、気

持ちが落ち込んでいく傾向が強くなるといわれます。

　また、体に現れる症状として眠れない、食欲がない、

だるいなど、自分ではどうすることもできない状態に置

かれてしまうことが多くあります。

　心の不調やうつは、周りにいる家族や友人、学校や職

場、地域の人など身近な人が気づくこともあります。

　「いつもと違う」「最近元気がない」など、いつもとの

違いに気づき、一人ではないことを伝えるため『温かい

　昭和小学校の閉講式と惜別の会が同体育館で開催され

ました。児童会長の小川栞さん（６年）は「仲間との思

い出を胸に新たな一歩を力強く踏み出します」とあいさ

つ。惜別の会では児童と先生が嵐のふるさとを歌い、ス

ライドショーで93年間の思い出を振り返りました。

93年間ありがとう　昭和小学校

↓ 心を一つにして歌いました

休日当番医
日 内科 電話
3/20  二戸クリニック(二) ☎25-5770

3/22  齋藤産婦人科医院(二) ☎23-2505

3/29  ふくもりたこどもクリニック(一) ☎43-3137

4/5  カシオペア医院(二) ☎23-3331

4/12  すがわら消化器内科(二) ☎23-2879

4/19  金田一診療所 (二) ☎27-2205

日 歯科 電話
３/20  右門歯科クリニック(二) ☎38-2288

３/22  ますだ歯科クリニック(二) ☎26-8282

３/29  小野寺歯科医院(一) ☎33-3050

4/5  宮沢歯科医院(軽) ☎46-2953

4/12  国香歯科医院(二) ☎23-2223

4/19  渡辺歯科医院(二) ☎23-2052

健康福祉課　保健師長　日向  安子

Health

姉妹町だより 入学期の交通事故防止

　昨年県内では、道路横断中の交通事故で26人の児童が

負傷しています。特に、小学１年生から小学３年生まで

の低学年の負傷者数は、高学年の２倍を超えていました。

これから新入学期を迎え、通学・通園に不慣れな子ども

たちの交通事故が心配されます。大切な子どもたちを地

域ぐるみで交通事故から守りましょう。

■保護者の皆さんへ

　子どもの視点は大人と比べて低く、見えている景色が

異なります。子どもと同じ目線でどのように見えるかを

確かめながら、首を左右に動かして安全確認のやり方を

具体的に指導しましょう。また、子どもが通学・通園に

利用する道路を実際に歩いて、危険な場所や注意が必要

な場所がないか確認しましょう。

Friendship Safety

北海道音更町の旬な話題 二戸警察署軽米駐在所　　所長　金田一  源武

広報クイズ ３/24(火)　必着 昭和60年10月31日姉妹提携

▶応募先

▶申込方法

▶クイズ

▶先月号の答え

▶当選者（正解者12人）※来月は広報クイズ１周年記念で４名の方に当たります

Quiz

　ハガキ → 〒028-6302　軽米町役場広報担当
　メール → kouhou@town.karumai.iwate.jp
　　　　  　件名「広報クイズ応募」

　クイズの答え、氏名（希望される方はペンネームも）、
　年齢、住所、電話番号を記入してご応募ください。

　Ｑ１　町民の手で作り上げられる軽米町民生涯学習　
　　　　フェスティバルは今年で第何回？（ヒント４ページ）

　Ｑ１　オレゴン州ポートランド　　Ｑ２　182通

　　おまめさん　ふくこさん　うちのボンズさん

抽選で図書カード（500円分）などが当たります！

　Ｑ２　県内屈指の強豪に成長した軽米バレーボール　
　　　　スポーツ少年団。略して軽米●●●●。

※（）内の表記　二＝二戸市、　一＝一戸町、　軽＝軽米町

気持ちをもって言葉をかけ』『専門機関へつなぎ』

『見守っていく』これが、ゲートキーパーの役割

です。

　辛いこころの状態にある人を救いだすため、ま

ずは、温かな言葉をかけることから始めてみませ

んか？

　ゲートキーパーについて、詳しくお知りにな

りたい方は健康福祉課・健康づくり担当（☎46-

4111）までご連絡ください。

　軽米町の海外派遣に参加した松橋優人さん（２年）

と宮川真優さん（同）が２月25日、１・２年生に海

外派遣の報告をしました。アメリカのポートランドに

約１週間滞在し、ホームステイを通して、コミュケー

ションのあり方や文化の違いを学んできた２人。

海　外　派　遣　報　告　会海　外　派　遣　報　告　会

軽高軽高だよりだより
軽米高校のホットな話題を紹介

　報告会では、食事やホストファミリーの紹介はもち

ろん、研修で訪れた場所やその場所でのエピソードな

どを写真を見せながら、和やかに説明しました。報告

後、聞いていた生徒からは多くの質問が寄せられ、生

徒全員の関心の高さが伺えました。

※写真は全て現地で撮影したもの
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毎日頑張っている自分へご褒美!!
つやつやカラーで髪も心もリフレッシュ !!
★受付時間★　
　8:00 ～ 20:00 ㊡火曜日
★住所★
　軽米町大字晴山19-24-5
☎４３－４２５２ 担当：下岩愛子

Ｍ Ｏ Ｏ Ｎヘアーサロン

　食品の表示状況のモニターや不適正な

食品表示の情報提供、食品表示に関する

研修会への参加を行っていただきます。

活動期間は、委嘱日（令和２年５月頃）

から令和３年３月31日までです。

■応募資格　県内在住の18歳以上の方

■応募方法

住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番

号、ファクス番号、応募動機、岩手県食

品表示ウォッチャーの経験の有無を記入

し申し込みください。

■謝　金　年間1,500円の範囲内で交付

■申込締切　３月31日(火)

■申込先

〒020-8570　盛岡市内丸10－1　

県庁県民くらしの安全課　食の安全安心

担当　FAX : 019－629－5279

メール：AC0009@pref.iwate.jp

☎019-629-5322

　ＮＨＫ-ＢＳプレミアムで放送予定の

「にっぽん縦断 こころ旅（2020春の旅）」。

　番組では、皆さんからの手紙で旅の

ルートを決定するため、市町村内の「忘

れられない場所、風景」にまつわる手紙

を募集しています。

■岩手県の放送予定　

　６月８日(月)～６月12日(金)

　６月15日(月)～６月19日(金)

■応募期限　４月20日(月)

■応募内容

住所、氏名、電話番号、性別、年齢、思

い出の場所、風景にまつわるエピソード

■応募方法

詳しくは、番組ホームページをご覧くだ

さい。http://nhk.jp/kokorotabi

　夜間に電話で、子どもの病気や事故の

ことが相談できる窓口です。経験豊かな

看護師がアドバイスします。

■時　間　毎日　19:00 ～ 23:00

■電話番号　局番なしの♯8000

　　　　　　☎019-605-9000

　自衛隊岩手地方協力本部では、自衛官

候補生を通年で募集しています。

■応募資格　18歳以上33歳未満

■試験科目　筆記試験、口述試験、適性

　　　　　　検査、身体検査

※試験日程、合格発表、入隊時期につい

　ては個別にお知らせします。

■問い合わせ

自衛隊岩手地方協力本部二戸地域事務所

☎23-2529

　岩手県土地家屋調査士会二戸久慈支部

は、４月１日の「表示登記の日」を記念

して無料相談を行います。

■日　時　４月１日(水)

　　　　　10:00 ～ 15:00

■会　場　二戸市シビックセンター

■相談内容

土地の分筆、合筆、地目変更、地積更生

登記、境界問題など

■問い合わせ　

岩手県土地家屋調査士会　☎43-3260

　講義や実習を通し農業を始めるうえで

知っておきたい基礎知識が身に付きます。

■実施期間　

５月９日(土) ～ 10月24日(土)

■会　場　岩手県立農業大学校

■経　費　15,000円

■募　集　３月25日(水)まで　

■申込先　岩手県立農業大学校

　　　　　☎0197-43-2211

　年金を受けている方の所在が１カ月以

上明らかでないときは、所在不明につい

ての届け出を速やかに行う必要がありま

す。お届けいただいた後、受給権者本人

の健在を確認し、所在が不明な場合は、

年金の支払いが一時止まります。

☎４６－３６８０☎４６－３６８０軽米町大字軽米11-127-4

お膳・折詰・弁当・オードブルお祝いご
とやご法事等にお気軽にお電話ください。

戸籍の窓

工 藤 タ ミ　　山　田　 　(81)

尾 田 川　マツエ　　上尾田 　(91)

下 　 村　ユリ子　　下谷地渡 　(73)

中 野 清 藏　　下河南 　(93)

戸 草 内　喜一郎　　戸草内 　(85)

田 畑 フ ミ　　軽米駒木 　(90)

古 　 里　松太郎　　下晴山 　(76)

玉 田 イ ト　　下河南 　(87)

小 林 浩 司　　河　北 　(60)

古 　 舘　機智男　　荒　町 　(76)

玉 舘 リ エ　　屋　敷 　(100)

橋 場 繁 義　　岩　崎 　(87)

おくやみ

広
告
の
申
込
は
、
現
在
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付
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中
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す
。

宮 沢 歯 科 医 院
健康は『健口』から

≪診療科目≫
一般歯科
口腔外科

診療時間 月 火 水 木 金 土
９:00 ～ 12:00 ● ● ● ● ● ●

14:00 ～ 18:00 ● ● ● 休 ● ●

※予約制・当日予約可 休診日　日曜・祝日　第１, ３土曜日

☎0195-46-2953
九戸郡軽米町軽米8-105

☎
九宮沢歯科医院　軽米町

菅　波　　永　　　上　舘 　

田 畑 望 美　　下新町

佐　藤　　匠　　　向川原 　

竹 澤 美 希　　蓮台野

おしあわせに
１月１日～１月31日 お知らせ

I n f o r m a t i o n

暮 ら し に 役 立 つ
情報をお届けします。

土地家屋に関する無料相談

いわて農業入門塾

年金を受けている方が所在不明になったときは届出が必要です

食品表示ウォッチャー募集

にっぽん縦断こころ旅 こども救急相談電話

自衛官候補生を募集中

国家公務員採用試験 岩手県「復興の火」

　所在が明らかになったときは、年金の

受け取りを再開するための手続きが必要

になります。

■問い合わせ　

二戸年金事務所　☎23-4111

ねんきんダイヤル　☎0570-05-1165

もっと知ろう！みんなの国民年金

　人事院では、国家公務員採用総合職試

験（院卒者試験・大卒程度試験）、一般

職試験（大卒程度試験）を実施します。

　申し込みは、インターネットから行っ

てください。

■総合職試験

〇申込期間　

３月27日(金) ～４月６日(月)

〇試験日　４月26日(日)

■一般職試験

〇申込期間

４月３日(金) ～４月15日(水)

〇試験日　６月14日(日)

※申込方法や受験資格などの詳しい内容

　については、人事院ホームページまた

　は下記までお問い合わせください。

■問い合わせ

人事院東北事務局　第二課　試験係

☎022-221-2022

　オリンピック聖火リレーに先立ち、ギ

リシャで採火した聖火を岩手県でご覧い

ただける貴重な機会です。

■日　程　☆出演ゲスト

３月22日(日)　☆足立梨花さん

宮古駅  ８:00 ～８:45

陸中山田駅 ９:20 ～９:50

大槌駅  10:10 ～ 10:40

釜石駅  10:56 ～ 13:00

上有住駅  13:57 ～ 14:07

遠野駅  14:47 ～ 15:50

花巻なはんプラザ 17:20 ～ 19:00

３月23日(月)　☆丸山桂里奈さん

大船渡市防災観光交流センター

「おおふなぽーと」　10:00 ～ 15:00

■問い合わせ

県文化スポーツ部オリンピック・パラリ

ンピック推進室　☎019-629-6496　

FAX：019-629-6792

▶コロナウイルス感染拡大防止のため、学
校の休校やイベントの中止など各地でさま
ざまな影響が出ています。今まで経験した
ことのない事態で全く先のことが読めませ
んが、来月の広報が届くころには少しでも
終息に向かっていますように！（清水）

編集後記
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夢・希望・えんぴつ
児童・生徒の夢を紹介して応援します!!
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図書館だより
町立図書館のおすすめ情報
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町の文芸～今月の俳句～
四季折々の軽米を一句に込めて

私私ののおすすめおすすめはは

この本!!この本!!

みんなのひろば
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きらきら光る
町の未来を担う若者たち
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今

月

の
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刊  

　　

　僕の将来の夢は「プロ野球選手」です。

　僕は小学２年生の時にスポーツ少年団に入りました。きっ

かけは父、兄がやっていたからです。学年が上がるにつれて、

打者を打ち取る、ヒットを打つ、一つのアウトを取る難しさ

を学びましたが、それ以上に野球の楽しさにどんどんのめり

込みました。全員の気持ちを一つにして勝利に向かうことも

野球の魅力だと思うようになってきました。

　僕の夢であるプロ野球選手になるためには、楽しいことば

かりではなく辛く苦しいこともあると思いますが、自分の夢

に向かって努力することと、大好きな野球ができることに感

謝し、今以上に野球に打ち込みたいです。軽米中学校野球部

メンバー全員で切磋琢磨し、良い結果を残せるように、そし

て夢を叶えられるように頑張ります。

　応援よろしくお願いします。

大好きな野球ができることに感謝し、
今以上に野球に打ち込みたい。

工藤　大
だいげん

元 さん
　軽米中学校１年・蓮台野

３月のテーマ図書展
ワクワク新生活！

昭和が終わった。新聞記者の俺はこれ

から始まる平成全ての大晦日に、その

年最も印象的だった事件や出来事をイ

ンタビューすることに決めた―

日々、もうじゃの裁きを下すえんまだ

いおうと忙しく働くごくそつたちに、

待ちに待った休みがやってきた！地獄

を抜け出し、温泉町へ向かいます。

インタビューズ

えんまだいおうごいっこう

著/堂場瞬一（河出書房新社）

文/中尾昌稔　 絵/広瀬克也（イースト・プレス）
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一
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例
句
会

まもなく新生活がスタート。入園や入学、また、この春ひとり暮ら

しを始める人の中にはワクワクと同時にちょっぴり不安に思う方も

…。そんな人たちに役立つ本を用意しましたのでご利用ください！

児童書

一般書

図 書 館 利 用 案 内　 ▶ 貸 出 冊 数： １ 人10冊 ま で　 ▶ 貸 出 期 間： ２ 週 間 以 内

計画性を持って仕事が

できるように頑張っています

圃田　大
だ い ち

地 さん（20歳・向川原出身）
Ｑ　お仕事を教えてください

　県職員として金田一中学校で事務職をしていま

す。勤務は今年で２年目。１年間働いて仕事の流

れが少しずつ分かってきたので、先生が目を向け

ないとこまで気を配り、サポートできるように心

がけています。これからは、もっと色んな知識を

蓄えて、計画性を持って仕事ができるようになり

たいです。

Ｑ　趣味はありますか

　中学校からやっているバスケットボールをするこ

とです。休みの日にプレイすることで息抜きがで

き、楽しく過ごしています。

★好きな花　マリーゴールド

★好きな本　容疑者Ｘの献身

松山  倖
こ う し

志 さん(小軽米小学校６年）

おもしろい！進化のふしぎおもしろい！進化のふしぎ　　

ざんねんないきもの事典ざんねんないきもの事典
出版社 / 高橋書店　　監修 / 今泉忠明　
イラスト / 下間文恵、徳永明子、
　　　　    かわむらふゆみ　

　この本をおすすめする理由は、動物の
知らないことを知ることができるからで
す。例えば、ホッキョクグマの毛が抜け
ると黒いこと。コウテイペンギンは２カ
月間、足の上で卵を温め続けること。ザ
リガニは食べ物で体の色が変わることな
ど、たくさんの動物について書かれてい
ます。僕が一番びっくりしたのは、スズ
メバチの成虫が幼虫から食べ物をもらう
ことです。ぜひ読んでみてください。
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広報かるまいは、環境に配慮し、FSC森林認証紙を使用しています。

広報かるまいを発行日に
スマホにお届け!!

◀

vol.732
令
和
２
年
３
月
11日

発
行
 

3

出生 ０人
死亡 12人
転入 16人
転出 19人

人身事故 ０件  （０件）

物損事故 16件  （16件）

火災発生 ０件  （０件）

救急車出動 38回  （38回）

人の動き（先月比)　　 　　　　　１月31日時点 安全データ１月分
　　　　　　　　　（年間累計）

人口
計 8,968人  （－15）
男 4,388人  （－７）
女 4,580人  （－８）

世帯数 3,775世帯  （－２）

あなたの写真を掲載
右のQRコード（kouhou@
town .ka rumai . iwate .
jp）からご応募ください。

Vol.292

我が家の人気者

すすここややかかささんん

みんな元気いっぱいな三兄弟です。

大きなけがもなく、元気にすくすく育ってね。
永・杏菜より　

澤尻さん家のご兄弟（高柳）

　菜
な な

々 ちゃん（５歳）

　永
え い た

汰 くん    （３歳）

　幸
こ う が

芽 くん   （２歳）

７歳以下のお子さん大募集!!
ご応募は上のQRコード、
または総務課(☎46-2111)
ま で お 電 話 く だ さ い。

かるまいいね！
みんなの写真館

窓の向こう側
昨年の消防演習で撮影。何台も並ぶ窓の向こう側まで見通せました。
何気ないところまで整然と行う消防団の凄さを感じた瞬間です。

撮影者　　広報担当
撮影場所　軽米中学校

2019.9.15

来月から、写真が採用された方に、
図書カードをお送りします!!

ニ
ュ
ー
ス ※投稿された写真が必ずしも掲載されるとは限りません。
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